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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに舞管支の粘膿及び粘1；虻ド組織の変化を観察し

　　　　　　　　第i灘　緒　　雷　　　　　　　　　　　た。

　慢憔気管支炎の組織像に関する報告は大部分が剖検
例にっいてなされている①。Glynn　and　Michaels②　　　　　　　第2童　輿験動物誠びに奨験方法

，及び教室の細蔵⑥④は生検例について報告しており，　　　　体露約100チのウイスター系ラツトを45匹用い1第

特に細鶯は，剖検例によるものが慢性気管支炎の末期　　　1編に配述したのと金くrw　一一の装麗及び方法でSO2

像としてしか把捌il来ず，初期及び経踊中の所見をと　　曝露を行つた。　SO2濃度は最初の2遡間は200～400

らえることが困難であるという点から，経気管支鏡　　　ppm，この後腺400－600ppmとした。曝露期間は最

的に気管支粘膜の生検を行い，臨原経過と生検漂本の　　　高22週に及んだeラツトを経時的に屠殺し・胸腔を切

病理組織学的所見とを対比検討している。しかしt　　　り開き，気管・鑑気管支・肺並びセe心を一塊としてと

これらの報告の大部分は，気管及び主気管支について　　　り出し，10％ホル々リソ溶液で7臼間固定し，気管，

であり，末梢細気管支をも対象とした報告は少ない。　　　膚側憲気管支の上葉枝分岐蔽上部並びに末梢肺爽質の

Reid⑤は，慢性気管支炎の初期に虫としておかされ　　　3ヵ所より組織片をとり，パヲフイン包埋し，厚さ

る部位は気管支であり，更1こ病変が進行すると細気管　　　4・5Pの標本を作製した。標本はヘマトキシリソ・エオ

支及び肺胞の破壊がみられると述べている。一一fi長期　　　ジン染色並びに粘液多糖類を染色する目的でPAS染

多貴喫煙などが原園となって起る慢性気管支炎は末梢　　　色な施した。気管並びに主気管支につき，粘膜上皮細

型で，主として細気管支がおかされるとの報告もあ　　胞，セソ毛・杯細胞，基底膜及び粘膜下組織の変化を

る⑥。慢性気管支炎の定義として呼吸園難（息ぎれ）　　　観察し，来梢肺爽質から得た標本にっいては，全視野

を含めるか⑦⑧⑨，Fletcher⑩，　Renzetti⑪及び　　　から直径1，000μ以下で長径と短径の藻の少い気管支

American　Thoracic　Society⑫の窯義の如く，これ　　　を全部選び出し・暇径を測窺し・粘膜上皮細胞並びに

を含めないかについても，細気管支の閨与が闇題とな　　　杯細胞の変化につき観察を行つた。又，粘液分泌機構

るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　のうちから，後述する理由により杯細胞だけをとりあ

　著者は慢性気管支炎の原因として，大気申に含まれ　　　げ・気管・主気管支並びに直径1・　OOOSt以下で畏径と

る刺激性物質特にSO2が電要であるとする見地から，　　短径の差iの少い気管支の杯細胞数を算楚した。

ラツトを出来るだけ長期間SO2に曝露さ・せ，　ラツト

の気道に讃性購顛の組騨的特徴炉つとされ　　　　鋤牽XWtmma
ている粘液分泌機構の肥大増生を作り出そうと試み　　　　　　　第1節　対照騨（非曝露聯）の組織所見

た。更に気管，虫気管支並びに末櫓細気管支におけ石　　　　　1．気　　管

粘液分泌機構の態度につき比較検鮒し，あわせて気管　　　　主に1層の円柱上皮でおおわれ，一部の例に2麟を
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示すもの，又は上皮の丈の低いものがみられる。セソ　　　し，粘膜下にリソバ濾胞様組織の増生と軽度の細胞澱

毛は明瞭に認められる。杯細胞は不均一，散在性に少　　　潤をみる。（図7）

数みられるものが多い。粘膜下組織にはごく少数例に　　　　　4，細気管支

軽度の細胞浸潤を認めるが，粘液腺は認めない。（図　　　上皮は丈がやや高く，杯細胞が散在性にみられる例

1参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がある。（図8，9）

　　2．主気管支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2項　曝露申期（曝露10～18週）群

　上皮は1層の円櫨上皮からなり，ある例では上皮の　　　　1．気　　管

丈が高く，一部乳頭状増生を示す部分もあるが，多く　　　上皮O“k　一一様に増生し，丈の高いものもみられる。

は1層の配列を保つ。セン『邑は大部分が明瞭に調めら　　　1～2層の桶平i波化生がみられ，又一｝｝llでは多1餅を

れる。粘膜下組織にリンパ濾胞様組織をみるが・粘液　　　示すoセン毛は不明瞭なものぶ多い。杯細胞は、k皮が

腺をみない。（図2，3）　　　　　　　　　　　　　　増生している部分では著明に増加しているが，上皮が

’　3．中等大の気管支　　　　　　　　　　　　　　　萎縮している部分にては少く，散在性に認められる羅

　丈のやや低い1層の上皮よりなり，一部にては2な　　度である。粘膜下には充1血L，浮腫，細胞浸澗がみら

いし多層を示し，丈の高い上皮もみられる。セソ毛は　　　れ（図10、，粘膜下層1ま鞍しくilUIPtし．一都に継都i性肥

ほぼ明瞭に認められるが，一部不明瞭なものもみられ　　　厚を認める例もある。基底膜は軽度に肥厚している。

る。杯細胞は殆んど認められない。　　　　　　　　　　　6例中2例において粘膜下に，核が蕩底部に桶平化

　　4．末梢細気管支　　　　　　　　　　　　　　　　　し，PAS染色陽性である胞状腺の出現をみる。

　上皮は1層で丈が低く，杯細胞は全く認められな　　　　　2・詑気管支

い。（図4，5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上皮は乳頭状に増生している部分がみられる他，岡

　　　　第2節　曝露慧の組織所見　　　　　　　　　　一標本において1嬰縮性変化を添す例があり，一部に

　SO2曝露群において，曝露期間を前期（9週まで），　　おいては編平上皮化生の傾向を認める。セン毛は不明

中期（10・－v18me）並びに後期（19・w22me）の3期に分け，　　　瞭なものが大部分で，杯細胞は増生し，粘膜下に炎症

それぞれにつき，気管，主気管支及び中等大の気管支　　　性細胞浸潤，リソバ濾胞様組織の増生がみられる。－t一

においては上皮細胞，セソ毛，杯細胞基底膜，粘膜下　　　部に紬合織の増生が認められ，粘膜下筋層の増生を示

組織の変化を，直径1，000μ以下の気管支においては　　　す例もある。｛図U）

直径，上皮細胞，杯細胞の変化を経碍的に観察した。　　　　　3．中等大の気管支

　　　第1項曝露前期（曝露9週まで）群　　　　　　　上皮は乳頭状に噌生している部分があるほか，・一部

　　1．気　　算　　　　　　　　　　　　　　　　　　の例では萎縮化の所見を示す。セン毛は標本の…部に

　上皮は軽度増生を示し，2～3層の円柱上皮から成　　　て朋瞭に認められる部分もあるが，次部分は不朋瞭化

り，一部で乳頭状を示す例もある。セソ毛は大部分は　　　している。杯細H包は全域にわたり，均等に増生してい

不明瞭で，曝露8週で完全に消失している例もある。　　　る例が多い。粘膜下には細胞濁閏が著明で，平滑筋の

杯細胞は曝露初期より増加がみられ．多くの例にては　　　増生のみられる例もある。（図12）

均等に増加している。粘膜ドに充血，浮腫，小型の円　　　　　4．細気管支

形細胞漫潤が軽度にみられる。基底膜は肥厚していな　　　腔内に滲出物が認められない例にても内腔の拡張が

い。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みられ，上皮は一層の円柱状，一部にて多層を示す部

　　2、主気管支　　　　　　　　　　　　　　　　　　分がある。セγ毛は部分的に保存されている例もあ

　上皮の腫大増生が軽度のものから，著明なものまで　　　る。杯細胞は多くの例にみられ，均等に増生している

みられ，一部では乳頭状増生を示す。セン毛は大部分　　　例もある。粘膜下組織に炎症性細胞浸潤をみる。（図

不明瞭であるが，一部明瞭なものも認められる。杯細　　　i3，14）

胞は均等に増生しており、粘膜下には充血，浮腫のほ　　　　　　第3項　曝露後期（曝露19～22週）群

か，炎症性細胞浸潤が軽度ないし中等度にみられる。　　　　　1．．気　　管

一部の例で筋層の肥大と曝露9週の例に一部基底膜の　　　上皮は立方ないし1～2層の瀟平上皮化生を示す例

胞厚がみられる。（図6）。　　　　　　　　　　　　　が多い。尚，乳頭状増生を含めた円柱上皮でおおわれ

　　3．中等大の気管支　　　　　　　　　　　　　　　ている例もみられるが，これらの例にても，一部には

　上皮の腫大増生がみられ，一部は乳頭状を呈する。　　　萎縮性の変化並びに立方ないし扁平上皮化生を示す部

tv毛は不明瞭で，杯細胞は軽度ないし中等度に増生　　　分が混在する。セソ毛は，化生を示す部分では認めら
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　図1．　No．41対照群　気管　　　　　　　　　　　　　図4．　No．15対照群　直径280pの気管支
　　　　　　　　　　　　　（H－E染色　40×）　　　　　　　　　　　　　　　　（PAS染色　100×）

　　丈の低い1層の円柱上皮でおおわれ，杯細　　　　　　　丈の低い1層の上皮でおおわれている。

　　胞は散在性にみられている。　　　　　　　　　　　　　杯細胞は認められない。

図2．　No．37　対照群　主気管支　　　　　　　　　　　　図5．　No．19　対照群　直径230μの気管支

　　　　　　　　　　　（H－E染色100x）　　　　　　　　　　　　　　　（PAS染色200x）

　1層，一部2層の円柱上皮でおおわれている。　　　　　　1層の立方上皮でおおわれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杯細胞はみられない。

　図3．図2．の強拡大　　（PAS染色　200×）　　　　　図6・　No．13　曝露前期群　主気管支
　　セソ毛は正常。杯細胞は散在性，一部にて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H－E染色　200×）

　　密に存在している。　　　　　　　　　　　　　　　　上皮軽度tC増生。セソ毛不明瞭。粘膜下細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞浸潤軽度。杯細胞一様に増生。筋層肥大。
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図7．　No．13　曝露前期群　直径990μの気　　　　　　図10．　No．9　曝露中期群　気管
　　　管支　　　　　　（PAS染色　100x）　　　　　　　　　　　　　　　　（H－E染色　200×）

　上皮増生し・一部乳頭状・基底膜一部にて　　　　　　　　1層の扁平上皮化生。粘膜下の充血及び細

野・杯細胞増生・一部にて扁平上皮化　　胞臨

図8．　No．7　曝露前期群　直径440μの気　　　　　　図11．　No．11　曝露中期群　主気管支

　　　管支　　　　　　（PAS染色　ユ00x）　　　　　　　　　　　　　　　　（PAS染色　ユ00×）

　上皮腫大増生。杯細胞増生。内腔に粘液貯　　　　　　　上皮の腫大増生著明。セン毛完全に消失。

　留。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リンパ濾胞様組織の増生がみられている。

簾繋襲講灘纐籔鋤雛難

図9．　No．16　曝露前期群　直径290μの気　　　　　　　図12．　No．10　曝露中期群　直径810μの気

　　　管支　　　　　　（PAS染色　200x）　　　　　　　　管支　　　　　　（PAS染色　100x）

　上皮著しく腫大。不均等に杯細胞がみられ　　　　　　　上皮細胞の腫大増生著明。周囲に炎症性細

　ている。周囲の充血が著明。　　　　　　　　　　　　　　胞浸潤をみる。
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腰　謬饗舞凝．　　　　　　　　　　　　　’　。
　導　　　　s　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牌

図13　No．IL曝露中期群　直径340μの気　　　　　　図16　No．30　曝露後期群　気管

　　　管支　　　　　　（PAS染色　200×）　　　　　　　　　　　　　　　　（PAS染色　100×）

　上皮腫大増生著明。杯細胞均等に増生。　　　　　　　　粘液腺と考えられる胞状腺を認める。

　セソ毛完全に消失。　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞浸潤著明。

緊撃簿　　懸塗，・．　、．無．th灘磁．　蕪一

　　　　転　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳囎　　　　　　　噌　　　　　　睡

　・・　謬　纏離翻懸醸囁…醸
㌔　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　㍉　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　轡‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－t　＿組　　　y　　　v

図14　No．10曝露中期群　直径CO～90μの　　　　　　図17・　No．44曝露後期群　主気管支

　　　気管支　　（PAS染色200×）　　　　　　　　（PAS染色40×）
　上皮の著しい糠大。杯細胞が認められてい　　　　　　　　上皮は一部にて乳頭状増生を示し・広範囲

・・周囲の細胞浸潤翫　　　　　舗誹イヒ生が混在する゜粘膜下の細胞

潔
．　　　甑　一　　　　　　胤　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備欝　胤　c　律

図15N°’27曝ｬ轟色・…）　図18　N・・34－eeaS・tkme群，講色、。。）

　扁平上皮化生。粘液腺と考えられる胞状腺
　がみられている。腺細胞の核は基底部に圧　　　　　　　　扁平上皮化生と乳頭状増生の混在Q

　排され扁平化している。
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　図19．　No．27曝露後期群主気管支　　　　　　　　　図22・　No．44曝露後期群　直径90～170μ
　　　　　　　　　　　　　（H－E染色　200x）　　　　　　　　の気管支　　　　（PAS染色　200×）

　　典型的な重層扁平上皮化生。　　　　　　　　　　　　　上皮の腫大と杯細胞の増生。　周囲の円形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞浸潤著明。

餅㌦　　1れ＿例＿音、分＿、れ。い。所、あ
　，　　　　　　渦　　　　　・　　　　；　　　　　　る。杯細胞は，上皮が丈の高い円柱上皮ないし乳頭状
　　　　　　　　　　　　　　k　　　
　　　　　　　rtlff，一　　　　　　．　・　　．　麹　　を示す部分にては増加しているが，一般に少くなり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！「」，i　，’　　　立方ないし扁平上皮化生を示す部分では，全く認めら

　　　　　　一　　’　　　、　　　、．　　一　　　　　れない。粘膜下には細胞浸潤．結合織増生がみられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．主気管支
図2°’N“29麟期 d灘、。。。）　各例の一紛・・尚増生・た円趾皮を認め・場合

　　上皮の鰍馳と基曝の肥厚．杯細胞e、　　もあるが洛例共榔分噸平上皮化生の所見を呈す
　　増生し，粘膜下に細胞浸潤がみられている。　　　　　る。上皮は1層から多層をPtし・典型的な重層扁平上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮化生の部分もみられる。（図19）　セン毛は，保存さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れている円柱上皮の一部分にのみみられる例もある

　　　f　　　　　　　、－　　IR　　　　　　　　　上皮内にては増生が著しいが，他の部分では消失して

　　　　　　　　　　　／・．t　　　　・っ　Pt　　　　3．中等大の気管支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上皮は一般に丈の高い円柱上皮を示し，一部に乳頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状増生を示す例もあるが，ある例では立方上皮化生な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし萎縮の傾向を示すものもある。セン毛は不明瞭で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり　杯細胞は散在し　又　均等に増生しているもの

図21．　No．34　曝露後期群　直径400μの気　　　　　度に肥厚を示す例が多い。

　　　管支　　　　　　（PAS染色　200×）　　　　　4．細気管支

　セソ毛一部分にて保存されているが，大部　　　　　　上皮は丈の高い円柱上皮で，部分的には増生を示す

　分にては不明瞭。上皮の増生著明。杯細胞　　　　　が，特に閉塞性気管支炎にみられるような肉芽による

均歌増生・　　　　　　rsva閉塞はみられない．セ。毛は不明瞭．杯細胞は，
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散在性のものから全周にわたつて均等に増生している　　それは13．2であり，曝露群の杯細胞数は対照群の杯細

ものまである。巣状に気管支肺炎像をみる例も多い　　　胞数に比し増加してはいるが，推計学的には有意の差

がtこれらのみられない例にも，細気管支周囲に炎症　　　はみられなかつた。

性細胞浸潤がやや高度の所見をみる。（図22）。

　　　小括　　　　　　　　　測　気管における杯剰il胞数
　　1．気管並びに主気管支

　上皮は同一標本にても，気管並びに主気轡支の全周　　　　50

にわたり，均等に同一所見を塁するものではなく，正

常に近い部分，腫大増生している部分，反対に萎縮

し，立方ないし稲平上皮化生を示す部分などが滉在し

ているが，曝露9週までは腫大増娠を示す例が多く，

・1〔｝週以降は上皮萎縮を示す部分もみらiz，　i9週以降で　　　　40

は，腫火増生を示す部分並びに萎縮し立方ないし桶平

上皮化生を呈する部分が混在している。セン毛は・曝

露前期にても消失している例がみられているが，曝露

期闇が艮くなるに従い消失している例が多くなる傾

向がみられる。雄底膜は曝露期闇が蟻いものに肥厚　　　　30

している例が多い。粘膜下組織においては，曝露22週

までの所では著明な結合織増生はみられていない。腺

組織については，曝露10～18週の群にては6例中2例

の気管に，曝露19～を2週の群にてはZ1例中6例の気管

に，対照群並びに曝露9週までの群にては金くみられ　　　　20

ていない胞状腺が認められ，これらは粘液腺と考えら

れる。

　　2，中等大の気管支並びに細気管支

　中等大の気管支にては，9週までの例に．上皮の腫

大増生，一部乳頭状変化を認め，10週以降では，T・一一部　　　　IO

萎縮性の所見がみられるようになる。籾く細包は，中期

以降均等に増生するものが多くなり，後期に藷明とな

る。セソ毛は不明瞭なものが多い。

　細気管支では，中期以降内腔の拡張がみられ，上皮

の腫大増生と杯細胞の増生がみられる様になり・後期　　　　0

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　9
0　　　　　　　　　　　　00

e②

劇・な・購い・　　・　　　　　懸　　熱
　　　　第3節杯細胞　　　　　　　　　　　　　　　 群　　　　　群
　　・第1項　杯細胞数

曝露群調照舗群の購主贈支並び繭径　以臨骸
1，000μ以下の気管支について杯細胞を数え，曝露群に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両群にっいて上葉枝分岐i上部の右側主気管支を対
て杯細胞数の増加がみられるか否かをみた。有意差
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象とし，基底膜上で，250μの畏さの上皮中に存在す
にかんする検足にはStudentのt一検定を用いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る杯細胞を数えた。1つの標本から出来るかぎり多
　　1．気　　管
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの計測を行い，平均値を求め，これをその個体の杯
　曝露詳，対照群両群につき，気管上皮500μ周囲中
（基底膜上にて）に存在する杯細胞を数えた。1っの　　　細胞数とした。fi　2に示す如く・主気管支上皮250μ

標本から出来るかぎり多くの計測を行い，平均値を求　　　周囲中に存在する杯細胞数の平均値は，曝露群にて

め，これをその個体の気管上皮500μ周囲中Vこ存在す　21・2・対照群では10・2であり，両者の間には有意の差

る杯細胞数とした。両群の杯細胞数は衷1に示す如く　　が認められ（Pく0・05），主気管支上皮の杯細胞数は

である。曝露群の杯細胞数の平均値es　20　・　2，対照群の　　　曝露群にて明らかに増加している。
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X2　主気管支における杯細泡数　　　　　の5F均値は，曝露群では265．　Oge，対礒群では211、Olt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり両者の間にも有意の差がみられている（Pく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．　05）。尚，曝露祥の直径1，000μ以下の気管支全部

60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について，その直径と杯細胞数との間の相関係数を求

　　　　　　　㊥　　　　　　　　　　めてみたところ0，74≦ρ≦0．8↓（1－2畠：O．95）で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あつた。（蓑4）
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曝　　　　　　対　　　　　　　　　　轟4曝露群における直径1・000μ以下の然
露　　　　　　　照　　　　　　　　　　　　　管支の直径と杯細胞数との関係

群　　　　　　　群　　　　　　　　　5。o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・杯

　　3，直径1，000μ以下の気管支　　　　　　　　　　　　数

　　こζでは直径1、　OOOPt以下の気管支を対象とした。　　　　40。

　3力胱より得た標本のうちから，主として宋梢肺実質

　の標本を用い．この標本中にみられる気管支のうち，

長径と短径（長径，短径いずれも基底膜から基底膜ま　　　　3°o

での距離を測定した。）の差の少いものを全部選び出

し，長径と短径の平均値を求め，この値をその気管皮

p麟琴とした。これらのうち，鷹径1，　OOOtX以下の気　　　　200

管支につき，全周に存在する杯細胞を数えた。各症例

毎に直径と杯細胞数の平均値を求め，この平均値をも

．Dてその症例の直径及び杯細胞数を代褒させ，曝露　　　　IOO

齢対照群両群につき，直径と杯細胞数との関係をみ

飛とζ・ろ蓑3に示す如くであつた。颪径1，000μ以下

の気管支め杯細胞数平均値は，曝露群では55．　2，対照　　　　o

群では4．3であり，両者の間には有意の差がみられ

　帥論辱辱゜°°

●　●●鵬・…．開o　　　　　　　　　　　　　O

た（・＜・．…）．殖径・，・…以下のscev支の離　　　25°　5°°　75㌦。。認、，、



第1暑　　（1966）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　119－（119）

　　第2項　曝露期間と杯細胞数　　　　　　　　　　　　　表6　　　曝露期闘と杯細胞数
曝露期間を先に述べた如く前期（曝露9週まで），　　　　　　　　　　　（主気管支）

中其月　G繋露10～18週）　並びセこ後重V］　（ll暴：露19～22週）　存こ　　　　　　　　　　　60

分け，曝露期間と杯細胞数との関係をみた。

　　1，気　　管

　曝露期間と気管上皮500μ周囲中に．存在する杯細胞

数との関係は表5に示く如くである。曝露前期群の杯

50

細胞数の平均1【鵬27・8，曝露中1騨の杯細鰍の∫1鞠　　　4。

値は17，8，曝露後期群の杯lim胞数の31z均値は13・0と曝

露期間が畏くなるに從い，杯細胞数は減少しており，

この減少の程度は曝露前期群と中期群の間並びに中期　　　　　30

群と後期群の間においては有意の差はみられていない

が、後期群の杯細胞数を前期群の杯細胞数と比較して　　　　　　2。

みると有意の差がみられた（P＜0．01）。

表5　　　曝露期聞と杯細胞数　　　　　　　　　　　　　io

　　　　　　　（気　　管）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
の関係は，袋6に示す如くである。曝露前期群の杯細　　　　　　　　前期　　　　輔　　　　後期

胞数平均値は27．3，中期群のそれは11．0，後期群にて

は21．　6であり，一定の関係がみられなかつた。　　　　　群と中期群の杯細胞数を比較すると，前者の杯細胞

　　3．直径1，000μ以下の気管支　　　　　　　　　　　数平均値は40・Z，後者のそれは44，8であつて推計学的

　直径1，000μ以下の気管支について，曝露期間と杯　　　には有意の差はない。曝露中期群と後期群とを比較

細胞数との関係をみると，裏7に示す如く，曝露期間　　すると，前者の杯細胞数の平均値は44．8，後者のそれ

が長くなるに従い杯細胞数は増加している。曝露前期　　　は67．8であり有慰の蓮がみられた（PくO．　02）。叉，
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後期群を前期群と比較しても有意の差が認められた　　　ると，気管においては曝露群の杯細胞数の平均値は

　（PくO・　OO工）。即ち，曝露後期群の杯細胞数は前期詳　　20．2，対照群のそれは13．2と曝露群にて増加している

及び中期群の杯細胞数に比し明らカ・に増加してい　が謝噺輸許こ賄意のec・erkみられていない。これに

る。尚曝露前期群の杯細胞数を対照群のそれと比較　　　対し主気管支並びに直径1，000μ以下の気轡支におい

してみると，前者は後春に比L，有意の差をもって増　　　ては曝露群の杯細胞数は対照群のそれに比し有意の艶

加しており（Pく0・OO1），曝露群においては，曝露前　　をもつて増加している。又．その増加の灘度はi［ll：経

期よりすでに杯細胞が増加していることを示してい　・・⑪・・副下の購節・おい曙しく，次いで：・：・EitxcFvll；

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支であ為。曝露1隅こついて，曝露期間を前期（9　ma　lh

　　　第3項曝露群における粘液量の多寡と　　　で），申期（ユ0～18遡）並びに後期（19～22週）の3

　　　　　　杯細胞数　　　　　　　　　　　　　　　　　期に分け’，曝露期間と杯細胞数との関係をみると，気

　曝露群の気管及び主気管支における粘液最の多膝と　　　管においては，曝露期間が炎くなるに従い，杯細胞数

杯細胞数との関係並びに区域気管支以下の気管支に存　　　は減少の傾向を示しているが，1藍径1，0（，0μ以下の気

在する粘液量の多塞と直径1，　OOOge以下の気管支に存　　　管支では，曝露期間が長くなるに従い杯細胞数は増加

在する杯細胞数との関係をみた。（表8）　気管及び主　　　しており，曝露前期においてすでにその増加が総めら

気管支の粘液蹴と杯細胞数との間には一定の関係はみ　　　れている。粘液鑑の多媒と杯細胞数との関係癒みる

られなかつた。区域気管支以ドの気管支に存在する粘　　　と，区域気管支以下の気管支の粘液繊が増加するに従

液鍛とi　tsc”i　1、　OOOPt以下の気管支の杯細胞数との関係　　　い，灘径1，000μ以下の気管支の杯細胞数は増加する

をみると・粘縮（＋）の群の禰1月蝕数∫陶伽43・8，　傾向がみられているが，気管並び駐購支において

粘灘㈲の群の欄胞数平均面よ58・5湘灘　は，瀦の間セ・礎の関係はみら泌かつた．曝欝
（帯）の群のそれは73．8と粘液量が増加するひご従い杯　　　の直径1，000Pt以下の気管支の直径は対照群のそれ

細胞数も増加しているが・個物例についてみると，　砒朔らか獣きく、輔支の蝦があ・．、　Cと燃

かなりのOve・1・ppi・gがみらlixている・　　　している．又曝購にお1ナる離1，。。Ox、以下の気

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管支の直径と杯細胞数との間の相1粥係数は。，74簸ρ轟

　　表8　　粘液量と杯細胞数　　　　　　　　0．84（1－2cr　・O．95）であつた。

12s

　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　総括並びに考按

　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　慢性気管支炎の組鱒的特微の一つは，粘液分泌機

IQ。　　　　　　°　　　　構即ち粘灘並旅欄胞の肥大♪甑である・搬気
　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　管支炎の組織に関しては，剖検例の組織所見に基づい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た報告が多くなされており，気管支上皮の肥大あるい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は萎縮杯細胞の肥大増生基底膜の月巴厚，粘膜下組織
　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　における細胞浸潤，充血，浮踵並びに漿液腺の減少と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘液腺の肥大増生などがあげられている。Huber　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　了．　　K・ess1・・⑬は慢性贈支炎患者・9・・J検伽・お・・て粘

5°… @　　　　．．・　　　液腺の増生を認め・F1・・ey，　C・rl・t・n　・nd　W・J1・⑭

　　：・：　　・　丁・　　　は灘囎支炎騰の嫡赴皮セ・おいて淋細胞が

？5・一：一季　ゼ　　　　轡犠搬認識。雛讐黛騰鵬農

　　一　　・＿　．　　　　いる・H…。9⑮は撒上皮の杯紐飽における粘灘
　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　成の増加及び粘膜下組織における粘液腺の増生が，殆

認　　．：　　　　　　んど全部の灘贈支炎儲に共駄認められると述

∵虻叢鵯蜜・　菱謙膿賛難灘灘畿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気管支炎の組織所見を初期のものと進行したものとに

ｬ』括　　　　　　　分け歌の如く謎している．欄蜥見，またる特
囎群謝照糊群tr・・S・ける欄撒砒較してみ　微は撒分泌騰の肥大である．こ浦贈こ湖る
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粘液の過剰分泌によつて確証される。杯細胞は1’Vl加　　ソ及びアソモ蕊アがラツトの気笹の一dン唱運動を停1h

し，iE常では殆んどみられない細気管支にも多数みら　　　させることを観察している。三上⑳は呼吸器系の盤体

れる。気管支の粘液腺ほ肥大しており，粘液腺の導管　　　防禦機構の垂要挫を認識しtその観点から慢性気瞥支

も拡張している。常に越底膜の肥厚を伴つた気管支　　　炎な呼吸器系における防禦機構の障犠1によつて惹趨さ

壁の浮腫がみられ，又，いくらかの小円形細胞浸潤が　　　れる病態と考え．、防禦機購としてはセン三際上皮系の濾

みられる。進行した時期の所見：気管支の変化は初期　　化・浄化作用，喉頭における防禦反射舵びに上気道1こ

の所見と同一であり，更に細気管支にて杯細閥包の肥　　　おける空気調節機構の3つの生脳幾能が三F：．・t：役劇な果

大，化膿性細気管支炎，化膿性空洞の形成，内腔の閉　　　しているが，－trソ嘱上皮機構が臨床郎」に将に注日され

懇，びまん性文は限局性の拡張が認められる。Hentel　　ると述べている。

ら⑰は慢性気管支炎の重症例4例の剖拠こて気脅鞍上　　　Herzog⑲は，慢梶縢囎鷹炎ではr柳1からセソ癌上

皮の肥大，桶平上皮化生，澱瘍性変化，踏威膜の肥　　　皮が隙聴1されている事が多く，セジ1寮上皮の機能障牲｝

9，粘膜下組織へのリソバ辮琵潤と充1仙気管支腺の　　カミ慢性気’職炎の＊質的な暦咽であろうと’SfE：，i“eしてし・

増生及び細鋤技に・財るll腋の樹燗蹴雌認め　る認CI…9⑳e・」・・｝：徽例について気管翻腋・）de　v

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱の長さな測楚し，喫煙群は夢ド喫煙群に比し短く，不

　著者の実験にてみられる気管，三臓購支並びに中等　　規則・かあると述べ，井繊⑳も米閣人の削検材料におい

大の気管支の所兇も，これらの報岱とよく・一’致してい　　’て，気瞥並びに気管：劃llli膜のセソ循の憂さは，喫煙嶽

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に逆行して短縮して行くのがみられたと報告してい

　　コ．粘膜上皮細胞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。藩番の実験においてもセンモは曝繕前｝01より陣轡

　気管，窯気簡支並びに中等大の気瞥支の賄1膜上皮　　をうけており，曝露期間が長くなるに従い藩明となつ

は，ほぼ正常の部分，肥大増生している部分，上皮婆　　　ている。

縮し立方ないし禰平上皮化生を示す部分などがみられ　　　　　3．越底膜

る。購あるいは蛾骸あるいは・1・等蜘購麺　　鵜膜の変化に関しては，Glynn・・d　Ml・h・・1・②

一標本においても，その全周にわたり，均等に岡一所　　　は，慢性気管支炎及び気管：支喘息患渚の気鞍支礁検懐

見がみられるものではなく，これらの所見が混在して　　　本について、塾底膜の異常所見として菲薄，二蟹及び

いる。しかし，ある一一khの傾向はみられ，曝露9週ま　　肥摩をあげており，　Reid⑯，　Hentel⑰，紐菰⑥も慢

での群にては肥大増生している部分が多いが，10週以　　　性気管支炎患者の気管支にて，基底膜の肥彫をみとめ

降になると，上皮萎縮し立方ないし桶平上皮化生を示　　　ている。署潴の実験において気管及び気管支の越底膜

す部分もみられるようになり，曝露19週以降ではIE常　　　の変化は・曝露期閥が長い汐Uにて肥厚している例が多

め部分は少く，上皮萎縮し立方ないし篇平上皮化生を　　　くみられ，曝露18週までには16例1｛・13例に肥摩がみら

示す部分と肥大増生を示す部分とが混在している。　　　れているに過ぎないのに対し，エ9週以降で鳳1L例中

0、w。三d⑱は慢性気徽炎患者の気管・支上皮は．セ・　7例に基麟の肥駒蓬みられ，その肥厚の程度も縣

毛を有した円樫ないし立方上皮よりなつているばかり　　．Lgwa以降の群にて著しい。

でなく，一部にては桶平上皮化生がみられると述ぺて　　　　　4．粘膜下組織　　　．．

いる。Herzogら⑲は刺激ガスの長期吸入，慢性炎　　　曝露22週までの所では，粘膜下組織にはi轡しい結合

症，ビタミンA欠芝などにて門腔上皮が翻平上皮に改　　織の増生はみられず，一部の基底膜下に限局性の結合

築されると報告し，Gly皿and　Michaels②は慢性　　　織性変化がみられたのみでありt　Cの他に，リンパ球

気管支炎と気管支暢思患音の気管支生検標本にて旙平　　　を霊体とした細胞浸潤，充血，浮腫などがみられた。

上皮様化生を認めたが，この変化は上皮全俸に均等に　又糊斯にリンパ濾胞様組織がみられる例が多く・著

みられるものではなく，ある一部分にてみられ，他の　　　明に認められる例もある。

部分は正常の円柱上皮であったと述べている。　、　　　　　5．腺組織

　　2，セン毛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常人の気管並びに気管支の腺組織は粘液腺，漿液

　近年，呼吸器系の防禦機構という面でセソ毛の作用　　　腺並びに混禽腺よりなつているが，慢性気管支炎患轡

が璽要視されて来ている。Hildlng⑳は，煙蕊の煙は　　　の腺組織にては，粘液腺が増加しているのみならず，

気管支粘膜上皮のセソ毛運動を停1とさせると述べ，　　　この増加した粘液腺が漿液腺にとつて替り，漿液腺は

D。lh、m。⑳はラツト、轍び猫の気管のセン毛蜘　馴鰍少し叉は瀞ミしている②⑳．　R・id⑳は簾

を高速度カメラで記録し，10ppmのSO2，ホルマリ　　気管支炎において気管支腺の肥大増生を煎要視し・慢
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　　性気管支炎，気管支拡張症，肺気腫並びに手術例よ　　　　皿型：気管支上皮の萎縮，暴底ljiXの肥厚，間質結1ζΨ

　　り無作為的に選び出した症例の主気管支，肺傭気管支　　　織の肥厚増生が著明で，粘液腺の変形が認めら，れ，萎

　　及び区域気管支より得た標本につぎ，腺の厚さを計測　縦舗変を主体とするものe

　　し．これと間一線上で基底膜から軟骨内面までの厚さ　　　とに分類し，病埋型分類と臨床症状との関係について

　　を計測し，両者の比をGland　wali　thickness　raito　　の記述④の中で，この病理型分類と罹病期聞とは襟接

　　（Reid　index）として現わし，この方法で主気管支と　　　な関係を侍していると報告している。著商の望験にお

　　葉気管支において，正常の気管支と慢性気管支炎の気　　　いてもSO2曝露期閥が艮くなるに従い，」二皮の藤縮，

　　管支とを明らかに区別出来るとし喀疾駐丘の増加に比　　　基底膜の肥厚などがみられるようになるがt同一症例

　　例してReid　indexが階段状に増加していることを報　　　にても1。］1，　jl【型の所見が漉在して，いずれともは

　　皆した．Th・・lbeclc…dA・g・・⑳も，このR・id　つきり纐瞭なし、棚静くみら、｝’、．t、。．＄O、囎22

　　indexを用いて慢性気管支炎と肺気腫との関係につき　　　週までのところでは，上皮の変化はll【型の糠徴とされ

　　研究し，Reid　indexの増加は全て気管支腺の肥大に　　　ている饗縮像まで，藩底膜もil【型にみられる肌iL雌が認

　　よるものであると述べている。Restrepe　and　Heard　　めら才・したが，間質結合織の1捌僚な肥摩増生1叡みられず

　　⑳鞠R・idと眼つた方齢恥・ご，關・鰭顛　皿型，週鯛・轍での醐がみ励てい，，）。

　　患春の気徽の榔緬で・鵬H胞の占める範囲が増加　　翻三気徽炎の繍欝醐緻の・・つに杯細罐）肥

　　していることを発褒した。ところで正常のラツ1・の気　　　大増生がある②③⑭⑯⑯⑳。Florey，　Carleton　and

　　管及び気管支には粘液腺は殆んど存掘しないと考えら　　Wells⑭は主として猫の気管を用いての粘液分泌の神

　　泌・G。・。ら⑳は，ラ・ト瀬鰍，鳳撚び豚　融調節に関する撒嘱気齢。餓水，、．マリ。

　　の気管支腺並びに杯細胞につぎ比較検討し・これらの　　　を作用させ，杯細胞が藩鯛に増加するのを観漿してい

　　鋤の’SSでラツトには撒腺力瑠められず，杯細　る。　Elm・・and　B・1＠はラツ暗14～8。ppmの

　　胞も他の動物に比し少いと述べている。醤者の爽験に　　　C12に5～9週間にわたり，】日に1～2時闘ずっ曝

　　て・非曝露（対照，群のラツト16例の気管及び気管支　　　露さ・せ，気管支において杯細胞の増生をみとめてい

　　に臨灘醗く鋤られなカ・つた・しかしなが螺　る．・・w・ld⑯は湘細抱は懲人の購軟き娩

　　露群の気管には粘液腺と考えられる胞状腺が認められ　　　管支に多数存在しているが，慢性気管支炎にては、杯

　　ている例があり・曝脚0～18週刎洋においては・6例　細胞の鋤11がみられ，より小さな購支及岬i気徽

　　中2例に・曝露19～22週の群にては11例申6例の気管　　　にまでも多数みられるようになると述べている。又。

　　に認められている・従つてi羅詳の米占醐はSO・　R・id⑫は・・トを3・・）v40“pPmのSQ、に1趣。5

　曝露により出現したものと考えられる。又，曝露・9週　　　日，1日に5時間，最高6週間曝露させ、気管及び両

　　までの気管では胞状腺は1例にも認められていないの　　　側肺の切片において杯細胞を数え，大きな気管支と細

　闘し囎10週以降の群の気働・認められているの　贈支のr肪に杯浄田胞が増加しているのを認めたが，

　は・この胞状腺の出現と縣期間との間には繊欄　この瀦を比較した場合証常では榊i胞の存在しな

　係があり・蹴腺の出現には比較白勺燭闘の曝露（本　い糊細購如・杯細胞がみられるようになつたこと

　実験にては10週以上）が蟻要であることを意味してい　　　の方が意義があると述べている。

　　る・　　　　　　　　　　　署都第1編においてSO・長期曝露により，鰭
　　当槌の徽③は慢楓徽炎購に経賭支鏡的　に紺る粘液分泌醐らカ・に増加しているのを翫，

　に気骸生検を行い・その縄騰学的醐鰍の如　その増加は気轍磁気髄・鮒るよりも，鴎気
　　く・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管支以下の気管支にて著明であることを報蕾したの

、　　1型：気管支上皮に主として病変を認めるもの。即　　　で，更に粘液分泌機溝について本実験にて得られた知

　ち円柱上劇駄しドヒン毛蘇つており・杯細」］ilは肥　見を述べZ‘vの螺を加えてみたい．粘液分泌麟

　大増生し1粘膜下組織には炎症性浮腫・少数の小円形　　　には粘膜下腺と杯細胞とがあり，前者は容積において

細胞浸灘認めるもの・　　　　　　儲の約4。倍あるといわ描⑳．この煎蝋液分泌
　　∬翻1型の上皮酸化の増強に加えて・鰭支腺　蹴の態度をみる場合，瀦力ζ蒲噸要となるわけ
　特に粘液腺の肥左増生が著明なもの。即ち気管支上皮　　　であるが，先に述べた如く，SO2曝露10週以降のラツ

が乳頭状に肥厚し，欄胞も多く・　・・’マ・幽・緻の　トには，粘液腺と叡られる胞撒がみら2。6ようセ。

炎盤細胞が測閏し・大小不肋粘液腺の肥大犠が　なるが調照群の・・卜及び囎9週までのラ。トに

綱ら泌もの・　　　　　　　購液齢全くみられていない。そ。で杯鞠に蝦
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をおきその増生の程度を出来るだけ建廻：的に表現し．k　　　る。

うと試みた。Reid⑫は肺葉気管支を第1次の気響支　　　　　2、曝露期闘と杯細1包数

とし，第何次の気管支には杯細胞が何1固存血している　　　曝露朗間を前期（9週まで），中期（10～18週）並び

か，又，何次の気管支にまで杯細胞が序在しているか　　　に後期（19・－v22週）に分け，曝露期間と杯細胞数との

をみることによつて，杯細胞の増生の糧度を表わして　　　関係をみた。気管では杯繍1胞数ほ曝礁期闇が長くなる

いる。しかし末梢のある知雪；支が第何次の気管支であ　　　に従い減少する鎖向を示しているが，これはSO2曝

るかをきめることは非常に閤難であるため，著者は末　　　露が授くなるに従い気簿ヒ皮が婆縮し，立方ないし桶

梢の気管支における杯細胞の増生の程度を表わすの　　　∫ド上皮化生庸示す例が争くなるためであると蓼えられ

に，その気管支の直僅と気轡支全周に存在する杯維1胞　　　る。これは艮期曝露例にても、ヒ皮が睡大している部分

数にょり，又．気管並びに説気笹支に：おいては基底膜　　　でぽ，杯細胞が増加しているのにもかかわらず，立方

上で，それぞれ500μ，25〔〕μの長さの上皮中に存在　　　ないし稲・1菰」二皮化出を示すil｛fl分では1杯吊lli胞が著明に

する杯細胞数により定蹴的に表現することを試みた⑪　　　減少，父は金くみられ欺くなつてい為点からも理解さ

以下，　1．曝鰭灘，対照群両群における気’猷寵気管　　　れる。主気管丈：にては・曝露期間・と杯細胞数との間に

支並びにllll：径1，00（】μ以下の気管支の杯細胞数02．曝　　　は一建の関撚をみなかつた。これに反し，　i由：径100〔｝μ

露期闘と杯綱包数。3・曝露群の粘灘捕二細胞数・　以下の気骸では［1暴露期間が畏くなるに従い一諸；細胞

などにっき労察してみたい。　　　　　　　　　　　　　数が噌加しており1肉眼的所見即ち粕液燈は区域気管

　　1，而群におげる気響，班気響支並びに　　　　　　支以下の気鞍支に多く，曝露潮1削が畏い例に多いとい

　　　直径1、0Ω0μ以下の気蟹支α）杯細胞数　　　　　　う所見と一一致している。又曝露前期群にオδいて，す

気臨主気管支並びに直掻1，。0。ft以下の気管支の　でに蔵径1・CJO〔｝μ以下の気管支の拡張と欄聰の増生

いずれの部f立においても，曝露群の杯細胞mUvx対照群　　　がみられている。

のそれ1こ比し増加してはいるが，気簿においては両萄　　　　　3・粘液搬と杯荊1聰数

の間に推計学的に宥意の難はみられていないのに対　　　　気管並びに磁気管支における粘液鼠と杯細胞数との

し，主気管支並びに颪径1、　OOOps以下の気管支にては　　　間には一定の関係にみられていないが・区域気管支以

有意の差がみられている。杯細胞はSO2曝露群にお　　　下の気管支に存在する粘液蹴とi蔵後1・Ot，〔〕μ以下の気

いてはOswald⑱，　Reid⑫が指摘している如く，対　　　管支の杯細胞数との聞1，Cは，粘液盤が多い例にて杯細’

照群にて殆んど杯細胞がみられない宋梢の気管支にも　　　胞数も多い傾向がみられている。これは気瀞並びに電

みられているのみならず，直径1，000μ以下の気管支　　　気管支上皮において，上皮が養縮している部分では榔

における増加の程度は気管並びに主気管支のそれを凌　　　細胞が著明に減少ないし消失しているのに反し，直径

駕している。即ち，杯細胞の増生は直径1，0QOμ以下　　　1，　OOOμ以下の気管支にては・上皮が饗縮している部

の気管支にて最も著しく，次いで主気管支，気管の順で　　　分が少いということも関係しているであろうが，爆露

ある。Restrepo　and　Heard⑳は慢性気管支炎患渚　　　群の直径1，　OOOpa以下の気管支1こおける杯細胞の増生

において，粘液の分泌は主気管支より区域気管支以下　　　及びこれによる粘液分泌の増加という礁も考慮に入れ

の気管支にて多くみられるが，これは，より多くの粘　　なければならない璽要な点であろう。三上ら⑥は慢性

液分泌細胞が区域気管支以下の気管支に存在している　　気管支炎の臨床症状，レ線斯見，肺機能検査並びに気

からであると述べている。署者の実験にても，曝露1櫓こ　　　管支造影所見などを検討し，その発生機序からみて臨

おける粘液は区域気管支以下の気管支に多く存在し撃　　　床的に慢性気管支炎を中心性気管支病変から始まる中

杯細胞も直径1，　OOOIt以下の気管支にて増生が薯しい　　　心型と末梢細気管支が主におかされる末梢型の二つに

点はR・・trep。・・d　H・・rdの見解と一致する。又，　分類し・前齢代翻勺な原因は副鞭炎であり・下行

直径1，・OOOPt以下の気管支の薩径の平均値は曝露群で　幽こ中心1生気徽炎の変化が起り，感粥生が強く，続

265．0μ，対照群では2］，1．（）t・であり，曝欝｝こて明ら　発性気管支拡張症または気管支性㈱維症に進展する

かに増加している。即ち，曝露群の直径1，QOOμ以下の　　　ことが多いが，後者は長期多盤喫煙などによつて起

気管支は対照群のそれに比し拡張している。Reid⑯　　　り，細気管麦炎の型をとり，早期に呼吸困難が現われ

も慢曲気管支炎にて　細気管支の拡張がしばしばみら　　　易く，慢眺肺気憧又は細気管支拡張に遙み易いとい

れると述べ，長沢⑳も長期にわたり慢性気管支炎症状　　　う。著巻の実験において．杯細胞増生が気管及び主気

を量し，胸部レ線写真上汎発性に線状陰影をみとめた　　　管支におけるよりも直径工，　OOOPt以下の気管支にて著

症例の細気管支にて内腔の拡張がみられたと述べてい　　　明であり，1麓径1．000μ以下の気管支の拡張がみられ
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　る点は三上らのい5未梢型に類するものであり，原因　　　　3．セン毛に曝露9週までの群にても消失している

　としてのSO2吸入の重要性をも物語るものである。　　　例が少なくないが，曝露期間が長くなるに従い消失し

　　本実験にてSO2長期曝露により，ラットに人の慢　　　ている例が多くなる傾向がみられた。

　性気管支炎の特徴とされている粘液分泌機構の肥大増　　　　4．誌底膜は曝露期間が畏くなるに従い肥螺してい

　生．更に上皮の腫大又は萎縮，蟄底膜の肥厚などを作　　　る例が多くみられた。

　　り得た。これらの所見のうちで，対照群のラツトの気　　　　5．粘膜下組織には細胞浸澗，充血並びに澤腫を濾

　管及び気管支には全く認められていない粘液腺と考え　　めたが，著しい結禽織増生はみられなかったq

　られる胞状腺が曝露群ラットの気管に認められたのは　　　　6．慢性気管支炎の組織学的所見に関しては，気瞥

　きわめて露要であるが・曝露早期よりみられた直径　　　並びに説気管支の所見と同様に末梢気讐支の所見も重
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